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における所見 

本研究は、分子磁性体の光制御で世界をリードしている

応募者が、磁性体や半導体の光制御を可視領域からテラヘ

ルツ領域にまで拡張し、光制御による第二高調波発生や非

線形磁気光学効果の発現といった、電磁波などの外部刺激

と新規磁性体や半導体の組み合わせで独創的な基礎研究

を目指すものである。応募者はこれまで、光誘起相転移や

電磁波吸収材の開発など世界最先端の研究成果を上げて

おり、また、多くの知的財産権獲得の実績から、本研究の

推進による新規機能性材料の開発が、基礎研究の深化・発

展のみならず、産業界における技術革新へと波及すること

が大いに期待できる。 

以上により、特別推進研究に相応しい研究として採択す

べき課題であると判断した。 

 


